20181104レムナント教会1部
 つぶやきの歴史(出エジプト15:22-24)
神様に召されて神の民と言われていたイスラエルが、400年間、エジプトの奴隷になり、その苦しみのあまり耐えられず、神様に叫ぶようになりました。それは、なにかが分かって、あるいは悔い改めて叫ぶということではありません。あまりにも苦しいのでどうにかしてくださいという、単なる叫びのようなものです。しかし、神様は、憐れみの神様であり、神様の計画がありますので、モーセを召されてそのイスラエルの民をエジプトの奴隷から解放させます。それを出エジプトと言います。それで本来、イスラエルの民がいるべきところ、約束の地カナンに向かわせるようになるわけです。出エジプトさせることによって、カナンの方に神様はイスラエルの民を導かれました。そのために荒野に出て本当は2、3日ぐらいで帰れるような距離なのに、出エジプトして40年あまり荒野をグルグル転々しながら、結局、最初に出エジプトしていた世代の人々は一人もカナンの地に入ることができないまま、砂漠で皆、葬式をすることになります。もちろんヨシュアとカレブは入ることになりましたが、なぜそうなってしまったのでしょうか。
それはイスラエルがエジプトから出て、一番最初に紅海の前に連れて行かれます。紅海があふれていた時期に、後ろからエジプトの兵隊が追いかけてくるわけです。そのような状況を見ると、四面楚歌のような状況に追い込まれるようになりました。そのときにイスラエルの民は口を開いて、モーセにつぶやいたわけです。なぜ私たちをエジプトからここに連れて来て、この砂漠で私たちを死なすつもりなのか。エジプトの方がよかった。エジプトに仕えさせてくれと最初から言っただろうとつぶやいたわけです。そのつぶやきがそこで終らないで、神様は彼らを奇跡をもって紅海を渡らせるようになります。それでハレルヤと神様を賛美し荒野の道を歩み始めたのですが、砂漠なのですぐにのどが渇き、飲む水がありません。今日の聖書の箇所は、そのタイミングでその場面です。モーセにまたつぶやきました。私たちはなにを飲んだらいいのでしょうか。のどが渇いてこの砂漠のどこで水が得られるのでしょうか。このまま死んでしまうのではないか。エジプトの方がよかったのに。そのようにつぶやくわけです。紅海の奇跡を見たのにもかかわらず、まったく学習などはできていません。それから、神様はまた岩の方から泉を湧き出させ、イスラエルがそれを飲むようにされました。それを飲んで皆がまたハレルヤと喜びながら道を進むようになりました。すると、今度はお腹が空いてきて、荒野なので食べ物に困るわけです。それでまたモーセにつぶやきます。もう飢え死になりそうだ。エジプトの方が良かったのに。いつも同じ文句、同じつぶやきの繰り返しです。先ほど奇跡を見たのにもかかわらず。それで神様はマナを降らせるようになります。彼らはまたマナを食べて、蜂蜜の味がしたのでおいしいなと思っていたのですが、今日もマナ、明日もマナ、来週もマナ、マナばかり食べるので少し飽きてきました。それでまたつぶやくわけです。私たちはいつまでマナばかりなのか。肉も欲しいよ。エジプトにいたときには、もらいものなのでしょうけれども肉も食べていたのではないか。エジプトの方が良かったのに。戻りたいとまたつぶやきました。神様は、うずらを持ってきて彼らに食べさせることによって肉も味わうようになったわけです。そのようなプロセスを経てシナイ山の方に来て、モーセがこれからカナンの地に入って、イスラエルの民が勝利するための神のみことばをいただくようになります。40日間、断食をしながら神様と対面し、神からお話を聞き啓示をいただくようになりました。けれども、そのときに山の下ではもうモーセはどこかに消えて、あるいは逃げたのではないか。モーセは指導者としてふさわしくない。40日間も私たちをほったらかしにするというのは言語道断だと彼らは金銀を集め、エジプトでやっていたように小さな子牛の偶像を作って、これが神だと騒ぐようになります。指導者に対してまたつぶやくようになるわけです。指導者がああだ、こうだ、気に入らないということで騒ぎました。そのようなことがずっと繰り返されて、最後はエリコ城の前、カナンの手前まで来て、偵察を送るようになります。そこで12名の偵察人はエリコ城を見てきて、そこは鉄壁の城であり、そこには私たちより2倍の大きい巨人が住んでいます。だから、もうだめです。なぜカナンまで連れて来て私たちをここで殺すつもりなのかと言います。すると、民全体が泣きながらモーセにつぶやくようになります。それで結局はカナンの手前まで来たのに入ることが許されず、そこでUターンし40年間荒野をグルグル回るような生活をするようになりました。結局、このつぶやきの連続の歴史だったのです。
その結果、約束の地の手前まで来ているのに、その祝福を見ることができないまま、結局、砂漠の40年の間に皆が死んでしまうようになります。そして、エジプトを知らない新しい世代とともにカナンに入ることになりました。これがイスラエルの荒野での歴史であり、一言でつぶやきの歴史としか言えない歴史の内容でした。不満、不平、つぶやきというものは、このイスラエルの民からも見られるように、なにかの奇跡を見たからといってすぐに変わるものではなくて、根っこから本性に根付いているものであると思われます。それがつぶやき、不平、不満というものであり、それがだんだんと回数を重ねていくうちに習慣的になり、その人の体質そのものになるわけです。だから、つぶやくことをまったく迷わずにスムーズに出てしまうようになります。つぶやきというものは、そのまま許してしまうとそうなります。

それから、自分一人でつぶやいて不平、不満を吐き出して終わるものではなく、つぶやきには不思議に電線の力があり、周りを巻き込んで皆が同じつぶやきに走るようにさせる力があります。そのうち同じつぶやきにハイタッチするような者が起こされて、つぶやきの同志が起こされることによって、つぶやきのグループが出来上がるようになるものがつぶやきというものです。
そして、その結果、このつぶやく者の前では、つぶやきの者は起こされますが、本当の祝福と祝福の人は寄って来ません。みな遠ざかって逃げてしまうようになります。そして、このつぶやき、不平、不満というものは、その結果、必ず言い訳に走るようになり、なにかのせい、だれかのせいとなり、そこにとらわれるようになるしかありません。モーセが悪いから。この砂漠のせいではないか。だれかのせい、なにかのせいにするというのは、言葉には出さなくても、最終的には神のせいにするところまで実は行くものなのです。彼らは神を恨むという表現はあまり使いません。モーセ、指導につぶやいているのですが、それが実は神様につぶやくことなのです。なぜ私たちをここまで連れて来て、このようにしてしまうのか。こんな環境に私たちを置くのかと。神様に言葉で不平、不満を吐き出すことはしなくても、結果的にはそういうものなのです。ですから、つぶやき、不平、不満というものは、特に信者にとって簡単なものではないので、必ずそのつぶやきの人は失敗に終わるようになります。精神的にも肉体的にも健康を損なうようになり、人生の生き方そのものが結局はだめになってしまいます。なぜでしょうか。サタンに見事にやられてしまいます。このつぶやきというものは、だれでも良いものだとは思っていないと思います。でも、不満、不平、つぶやきが悪いと分かっていながらも、なぜそこから抜けられないのか。なぜいつもなにかの問題にぶつかるたびに、なにか状況が変わるたびに、つぶやきに走ってしまうのでしょうか。いつもその不平、不満、つぶやきにひっかかってしまうのでしょうか。
それは私たちの心の中で悪いと分かっていながらも、状況がそういう状況なので、こんな不利な条件だから、環境がこのように険しいので仕方がないのではないか。しょうがないよと思うのです。そこが難しいところです。なぜかというと、そのつぶやき、不平、不満の内容が嘘ではなくて事実でしょう。よく考えてみてください。エジプトから連れ出されたのに渡ることができない海の前に連れて来られて、後ろから敵が殺すためにやってきます。そのような状況の中でつぶやくというのは仕方がないのではないでしょうか。水を得られない砂漠の真ん中で喉が渇く状況に追い込まれると不満、不平、つぶやきに走るようになるのは、ある意味当然で仕方がないものではないでしょうか。食べ物に困る。お腹が空いてしまいました。でも、どこからも食べ物を手に入れることができる状況ではありません。そうすると、その状況をもってつぶやくというのは仕方がないものではないでしょうか。ある人は、なぜ私は障害者として生まれたのか。なぜ私の条件はこんなに不利なのか。なぜ私はこの家庭に生まれたのか。なぜうちのお父さん、お母さんは、よその友達の両親と違うのか。なぜうちの家は貧乏なのか。お金になぜこんなに自由がないのか。様々な条件、状況の中で不満、不平、つぶやくというのはしょうがないことではないのかとつい思うわけです。だから、本当は難しいのです。なぜよく分かっているのかというと、私もそれが特技だったからです。なぜ私にはお母さんがいないのか。私はおばあさんに育てられましたがものすごく厳しかったのです。経済的にも裕福ではなかったので、いつもケチで不満で不満でしょうがなかったです。また、私は小さい頃は病弱でした。1年の半分ぐらいは病院にお世話になるぐらいで、なぜ私はこんなに弱い体を持って生まれたのか。それが身についていて自分のものになっていました。不平、不満、つぶやきというものが得意でした。でも、それにブレーキをかけることができません。なぜこんなに違うのか。こんなに不利なのだから。こんなにやられているのだから仕方がないのではないかとついつい思ってしまうのです。でも、それが事実であってもつぶやきはそれが繰り返されることによって、最終的には良いことはなに一つないし、失敗に終わってしまうこと、サタンに100％やられてしまうことには変わりはありません。どうすればいいのでしょうか。
　荒野での歴史を見ると、私たちは結果が分かっているので、水が無いことが本当につぶやきの内容だったでしょうか。あとから水が飲めるようになりました。紅海が目の前にあって、後ろから敵がやってきた。それが不満、不平の理由になったのでしょうか。これが聖書のお話です。ここで信者の私たちはしっかりとこの答えを握って、つぶやき、不満、不平に勝利する人生を歩いて行かなければいけないと思います。ですから、信者は、不満、不平、つぶやく前に、先に確認しなければいけないことがあります。イスラエルの民は、実は出エジプトをしていた人です。出エジプトはどのように行われたのでしょうか。子羊の血を門柱に塗ることによって、過ぎ越すことによって助かったわけです。つまり、いまの私たちに置き換えて申し上げると、出エジプトを経験したというのは、キリストの血潮によって新しいのちが得られたものなのです。だから、つぶやくしかない条件、状況、環境でしょうが、その前に先に私はキリストの血潮によって新しいいのちが与えられているものなのだということを確認しないと、つぶやきには絶対に勝てません。事実なのだから。
先週も申し上げましたように、新しいいのちと言うものはどういうことなのでしょうか。だれでも今現在どんなにつぶやくしかない険しい状況におかれている人間でもⅡコリント5：7にありますように、古いものは過ぎ去り、すべてが新しくなっています。どのようにしてでしょうか。ガラテヤ2：20、私は十字架とともにつけられて。そのようにして新しいいのちが与えられました。それで新しいいのちのことをこのように聖書は言っています。Ⅰコリント3：16、あなたがたは聖霊が宿っている、神様が私たちの内側に宿っている神の神殿であることが分かっていないのか。このいのちの祝福について、先週、詳細に申し上げました。今日は短く申し上げます。この新しいいのちの祝福、聖霊が宿っている、神が内側に内住していらっしゃるこの祝福のことをローマ8：29には、御子のかたちになったと言っているし、神様はさだめられた人、召した者を義と認められOKだよ、あなたは神様にとって合格なのだよと栄光を与えられたと言われていることなのです。これが新しいいのちです。その詳細は、先週のメッセージを思い出して考えてみてください。だから、一言で申し上げると、ローマ5：5にあるように、神の愛が心に注がれている者、これが新しいいのちを得たということなのです。もうこれ以上ないように。それを全部まとめるとエペソ1：3にあるように、今は砂漠の真ん中で見ずに困って喉が渇いている、そういう状態であっても天にある霊的すべての祝福をいただいている者、これが新しいいのちなのです。すべての祝福をいただいている者です。だから、パウロはローマ8：32を見ると、ひとり子を惜しまずに私たち罪人のために十字架に引き渡された方であれば、どうしてすべての良いものを恵んでくださることがないでしょうか。つまり、キリストの血によって新しいいのちが与えられている者であれば、罪人であったときにひとり子を惜しまずに渡された方であれば、いまは言うまでもなく良いことしか与えられません。すべて良いことを与えられる方なのです。これが新しいいのちなのです。ですから、ローマ8：37にあるようにどんな状況、どんな問題であっても圧倒的に勝利するようになるし、ローマ8：28、勝利するだけではありません。私たちは不満、不平、つぶやきに走るようなことであっても、すべてを働かせて益としてくださることが新しいいのちなのです。イエス・キリストの血潮によって出エジプトしたように、新しいいのちが与えられているものなのです。この新しいいのちの祝福がなにか分かっているものは、パウロのようにこのように告白します。ピリピ1：21、私に生きるのはキリストなので、死ぬことも益となる。これが新しいいのちなのです。つまり、不満、不平、つぶやきというものは、条件が不利なので、環境が険しいから、状況がよくないからではなくて、このキリストの血潮によって新しいいのちが得られているのに、それがなんなのか分かっていないのか、その祝福を忘れているからつぶやきに走るわけです。本当に新しいいのちの祝福が分かっていればつぶやくものでしょうか。不満、不平など、本当にそれでよろしいのでしょうか。キリストの血潮によって主がともにおられることの祝福、それで十分満足するようになります。ですから、他のなにかを条件にして満足したり不満に走ったりするようなところから自由になります。絶対的な満足というものがキリストにあるわけです。つまり、不満、不平、つぶやきは、キリストによって満足していない、キリストによる新しいいのちの力、祝福を喜んで、そこに浸って満足することがないがゆえに、不満、不平、つぶやきに走るということになるわけです。パウロはピリピ4：11-13、刑務所の中でも外でも、飢えているときも満腹のときも、貧しいときも富んでいるときでも、私は満足することができる。私を強くしてくださる方にあってできないことなどなにもありません。なぜうちの教会にあんな人間がいるのか。なぜ旦那はあんな者なのか。奥さんはなぜそれしかできないのか。つぶやき、不満、不平がたくさんあるでしょうけれども、信者であれば今日覚えてください。皆さんが不満、不平、つぶやきに走っているときは、それがどんなに事実であっても皆さんはイエス・キリストを忘れていることであり、イエス・キリストの血潮によって新しいいのちに預かっていること、それを知らないでいるか忘れているということを覚えていてください。それが本当の理由です。7人のレムナントを見ていても、私たちだったら一生不満、不平、つぶやきに走るしかないことだらけだったのに、彼らはそうしていませんでした。なぜなら彼らは分かっていたわけです。キリストの血潮によって新しいいのちの祝福がなんなのか、それにたっぷりはまっていたのでそれしか方法はありません。つぶやくしかない不満な状況が改善されることが答えではありません。死の影の谷を歩いていてもつぶやかないのです。たぶん、私の経験上、すぐに治らないと思います。でも、答えは分かっているべきです。
もう一つ申し上げると、彼らは出エジプトした後、ただたまたまなにもないまま荒野を歩いているわけではありません。神様がさだめられた約束の地、カナンに向かって歩いて行く人生なのです。つまり、神様から与えられている生きる目的があって生きる者なのです。それを契約と言います。しかも聖なる目的です。いまの私たちに置き換えて申し上げると、絶対的な契約、環境がどうなるか、条件がどうであるか、状況がどうなのかと一切関係なく、必ず成就するしかない、その絶対的な契約です。まずはピリピ3：20にあるように、私たちはいつ死んでも天国に迎えられるように決まっています。そして、天国に行くまで、なにを目的にして私たち信者は人生を生きるのかというと、使徒1：8、地の果てにまでイエスの証人となるという世界福音化という契約を目的にしてキリストの血によって新しいいのちが得られたものが、この世界福音化という確かな目的のために歩いている者が人生なのです。マタイ24：14、世の中で戦争が起きて様々な困難があってもまだ終わりではありません。この福音が全世界に宣べ伝えられてから世の終わりの日が来るとおっしゃいました。それでエペソ2：10を見ると、私たちが召されたのは、良い行いのために召されていて、その良い行いが福音宣教なのです。ヨハネ14：12、イエス様がなさったこと、それ以上のことをやるために私たちは召されているし、ヨハネ17：18、父がイエス様を世に遣わされたのと同じように私も彼らを世に遣わされます。使徒1：11、主が再び来られる再臨があります。つまり、世界福音化はだれもどんな状況も止められません。絶対的にそのとおりに成し遂げられるものです。その聖なる目的、絶対的な福音宣教という契約のために私たちは人生を生きている者です。この福音宣教、世界福音化には、私たちがつぶやくような不満、不平に走るしかない、どんな状況、どんな環境も邪魔になることはできません。逆に、私たちが不満、不平、つぶやきに走るようなことでさえ全部道具に変えて、世界福音化、福音宣教を全うしていかれる方なのです。これが私たちの人生の目的であり、人生の結論です。つまり、不満、不平、つぶやきは気にいらないから、条件が不利なので、状況がよくないから走るものではなく、信者なのに人生の結論が伝道ではないからなのです。そうすると不満、不平、つぶやきに走るしかありません。だから、皆さんが不満、不平、つぶやきに走ろうとなったときには、すぐに思い出してください。なぜそうなるのか。状況が悪いから、私は病弱だからとついついそう思うでしょうけれども、これからはすぐにはできないでしょうがそれをカットしてください。違う。新しいいのちの祝福を忘れているからだ。本当に主がともにおられる、天にあるすべての祝福をいただいているのであればなにが不満なのか。それで十分満足ではないのか。私はキリストによる満足がないものなのだね。そして、絶対に邪魔されずに、私が不満、不平を吐き出すような状況でさえ全部取り換えて福音宣教のために道具にしてしまうその福音宣教に興味がないから、福音宣教が自分の人生の生きる理由、目的になっていないからなのだね。こういうことをぜひ覚えていてください。不満、不平、つぶやきに走るしかない現実は、新しいいのちの祝福と伝道という契約の間にあるプロセス、旅程なのです。そのことをぜひ皆さん覚えていてください。
整理しましょうか。いま申し上げましたように、信者の不満、不平、つぶやきというものは、環境、条件、状況によるものではありません。私たちはそういう者だから仕方がないと洗脳されていますが、そこを壊さないといけません。そうでないと信者なのに死ぬ時までつぶやきの歴史を書くしかありません。なぜでしょうか。新しいいのちの祝福を逃しているからです。キリストで満足していないからです。伝道が結論になっていないので、あるいは結論になっているのにそれを一瞬見逃しているからです。もう少し短い言葉でまとめると、いまのこのすべての内容を一言で申し上げると、イエスはキリストということなのです。イエスはキリストだという信仰告白に立っていないと不満、不平、つぶやきに走るしかありません。つまり、サタンにやられるわけです。サタンが恐れるのは、イエスがキリストですという告白しかありません。皆さんにメッセージをしているのは、私たちに仕方がない、当たり前となっていたそれが違うよというお話しするためです。先ほども申し上げましたように、すぐに治らなくても何回か倒れても構わないので、正しく内容が分かって戦っていただきたいと思うのです。今現在、自分自身にどんな不満、どんなつぶやきがあるのかということをよく吟味して考えてみてください。そして、本当にそれはつぶやくようなものなのか。それが本当に不満になれるようなものなのか。なぜ自分は不満、不平、つぶやきに走っているのかということをじっくりと考えて、本当の理由が何なのかを考える時間にしましょう。それで今までは不満、不平、つぶやきの内容だったものが、よりキリストの中に深く入って、新しいいのちの祝福に深く入って、自分は伝道者なのだという告白に深く入っていく材料にしていきましょう。
最終的にはこうなります。皆さんが新しいいのちの祝福を本当に深く味わい、キリストによる満足があれば、不満、不平、つぶやきが恥ずかしいものなのだねと感じる時があります。そのときまでやらないといけません。それが悪いからやめようということで止められるものではありません。イスラエルを見たでしょうか。本当にキリストの血潮によって与えられました新しいいのちの祝福、主がともにおられる祝福があまりにも大きくて十分満足できるようなものなので、それに気づいたときになぜこんなことで不満、不平、つぶやくのだろうかと、それが力なのです。なにかが改善されるから対処できるようなものではありません。不満、不平、つぶやきは私にとってはもう必要ないものなのだ。私とは縁のないものなのだ。私は神の子どもではないのかというところまで行くようになります。
最後に、柳先生がいつもおっしゃっているように、私たちは事実しか分かっていません。事実だけならば100％だまされます。事実の裏に真実があり、真実の裏に霊的事実があるということを覚えていて、私たちの不満、不平、つぶやきが事実に基づいたものだということを自覚していただきたいと思います。

（祈り）
恵み深い天の父なる神様。ありがとうございます。イエス・キリストの血潮によって、だれも奪うことのできない永遠の新しいいのちの祝福の主人公であることを感謝いたします。そして、福音宣教、世界福音化という絶対契約が目的であることを感謝いたします。これをもって今現実、不満、不平、つぶやきに走るしかない様々なことを見直すことができるように。そして、その力を得ることができるようにひとりひとりを祝福してください。パウロのようにどんな境遇であっても私はキリストにあって十分満足できる、不満、不平、つぶやきが恥ずかしいものだと告白できるところまで戦い続けることができるように兄弟姉妹を祝福して導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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